
令和 7 年度 玉川大学教職大学院 第三者評価会・教育課程連携協議会 議事録 

 

1. 開催概要 

• 日時: 令和 8年 3月 6日（金） 15：00～17：00 

• 場所: 大学教育棟 2014 611教室 

• 出席者: 別紙参照 

2. 活動内容の報告事項 

• ① FD 活動とセミナーの展開 

o 修了生向けフォローアップ研修の拡充。 

o 2月に「教職大学院セミナー」を新設。外部参加者も多く高評価を獲

得。 

o 文科省担当者による教育政策の講演会を教育学部と共同開催。 

• ② 教職専門実習（公立中・高） 

o 1校での「連続 10週間実習」を実施。現場の幅広い実態や教育活動を

深く経験。 

o 毎週の実習校訪問や振り返りなど、大学側からの手厚いサポート体制を

提供。 

o 精神的配慮が必要な学生には、保健担当教員や心理士と連携し対応。 

• ③ 教育課程の進化・新プログラム 

o 本年度は認証評価対象年のため、自己評価を取りまとめ。 

o 新設制度の導入： 

▪ 「学部・教職大学院 5年プログラム」（修業年限短縮） 

▪ 「教育・連携プログラム」（自治体と連携し、働きながら学ぶ

制度） 

▪ 「全人教育の理論と実践」（玉川学園の教育資源を活かした新

設科目） 

3. 審議状況（外部委員からの主な意見） 

• ① 実習指導への評価 

o 大学の手厚い指導体制や、教員と学生の深い対話環境を高く評価。 

o 受け入れ校より、「院生の質が非常に高い」「10週間で教員としての

強い意志が育っている」との声。 

• ② 新プログラムの成果と課題 

o 働きながら学ぶ「教育・連携プログラム」修了生が誕生。現場との両立

はハードだが、理論と実践の往還において大きな成果を確認。 

o 教育委員会より、協働的な学びや最新の教育知見（ICT等）の現場還元

に強い期待。 



• ③ 今後の教員養成と「共創」 

o 個人の成長にとどまらず、学校全体へリーダーシップを発揮できる人材

育成が必要。 

o 大学、教育委員会、企業等が連携する「共創」の推進が求められる。 

o 玉川大学の強み（実務家教員、全人教育）を活かし、エビデンスに基づ

く指導力や、AIリテラシー、人間性を備えた教員育成に期待が寄せら

れた。 

4. 今後の展望 

• 本協議会での意見を真摯に受け止め、さらなる改善を推進する。 

• 自治体や学校現場との連携を一層強化し、高い実践力と豊かな人間性を備えた

教員養成に努める。 

 

 


